
平成３１年度 第１回野田市自転車等駐車対策協議会 次第

日 時 平成３１年４月２６日

午後１時３０分から

場 所 市役所２階中会議室１・２

１ 開 会

２ 議 題

１）野田市駅西土地区画整理事業の進捗に伴う野田市駅市営自転車等駐車場の

一時休止について・・・資料１

３ 報告事項

１）梅郷駅西口における駐輪場整備について・・・資料２

２）愛宕駅西側暫定無料駐輪場の閉鎖について・・・資料３

４ 閉 会
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野田市駅西土地区画整理事業の進捗に伴う野田市駅市営自転車等駐車場の

一時休止について

１ 現地視察：１時間程度

野田市駅西土地区画整理事業の進捗により、野田市駅市営第１･２自転車等駐

車場が、令和２年度（平成３２年度）から使用できなくなることから、野田市

駅における自転車等駐車対策についてご審議をお願いします。

別紙資料参照

（公用車にて、野田市駅周辺の駐輪場を視察）

メモ欄

資料１
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２ 野田市駅周辺の駐輪場設置状況

野田市駅周辺の駐輪場は、平成１２年度に３箇所を東武鉄道㈱駐輪場とし

て、平成１５年度に２箇所を野田市営自転車等駐車場として、公益財団法人

自転車駐車場整備センターから無償譲渡を受け開設している。その他の施設

は、民間駐輪場１箇所、駅から約４００メートル付近に設置した市暫定無料

駐輪場１箇所の計７箇所となっている。【図面１－１】

３ 利用状況

（１）利用料金について（平成３１年４月１日現在）

＜市営＞

施設名 用途 料 金

市営第１自転車等駐車場 自転車定期 一般 1,020 円、学生 510 円

自転車一時 100 円

市営第２自転車等駐車場 自転車定期 一般 1,020 円、学生 510 円

原付定期 2,570 円

市暫定無料駐輪場（無人） 自転車 無料

＜民営＞

施設名 用途 料 金

野田市駅第１駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 2,100 円

自転車一時 150 円

野田市駅第２駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 2,100 円

原付定期 3,100 円

原付一時 200 円

野田市駅第３駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 2,100 円

自転車一時 150 円

民営駐輪場 自転車定期 一般 1,500 円、学生 1,000 円

一時利用 自転車 100 円、原付 300 円

（２）利用台数について

野田市駅周辺における駐輪場の利用状況（過去２年間）は次のとおり。

定期使用利用台数は、年間で最大月の利用台数、一時利用は、年間で最大

利用日の台数を記載。

30 年度 29 年度

利用台数 1,179 台 1,164 台
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① 平成３０年度利用状況

＜市営＞

施設名 用途 収容台数 利用台数 利用率

市営第１自転車等駐車場
自転車定期 371 台 420 台 113.2％

自転車一時 40 台 80 台 200.0％

市営第２自転車等駐車場
自転車定期 122 台 135 台 110.7％

原付定期 3 台 4 台 133.3％

計(Ａ) 536 台 639 台 119.2％

＜市営＞

施設名 用途 収容台数 利用台数 利用率

市暫定無料駐輪場(Ｂ) 自転車 200 台 140 台 70.0％

＜民営＞

施設名 用途 収容台数 利用台数 利用率

野田市駅第１駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 382 台 101 台 26.4％

自転車一時 131 台 20 台 15.3％

野田市駅第２駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 161 台 77 台 47.8％

原付定期 40 台 12 台 30.0％

原付一時 20 台 2 台 10.0％

野田市駅第３駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 212 台 86 台 40.6％

自転車一時 42 台 31 台 73.8％

民営駐輪場
自転車定期 90 台 71 台 78.9％

一時利用 10 台 0 台 0.0％

計(Ｃ) 1,088 台 400 台 36.8％

合計(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,824 台 1,179 台 64.6％

② 平成２９年度利用状況

＜市営＞

施設名 用途 収容台数 利用台数 利用率

市営第１自転車等駐車場
自転車定期 371 台 420 台 113.2％

自転車一時 40 台 80 台 200.0％

市営第２自転車等駐車場
自転車定期 122 台 135 台 110.7％

原付定期 3 台 4 台 133.3％

計(Ａ) 536 台 639 台 119.2％

（注）利用台数が平成 30 年度と同数の理由：利用台数は、年間最大

台数を使用しているため平成 30 年度と同数となります。
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＜市営＞

施設名 用途 収容台数 利用台数 利用率

市暫定無料駐輪場(Ｂ) 自 転 車 200 台 123 台 61.5％

＜民営＞

施設名 用途 収容台数 利用台数 利用率

野田市駅第１駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 382 台 109 台 28.5％

自転車一時 131 台 20 台 15.3％

野田市駅第２駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 161 台 77 台 47.8％

原付定期 40 台 11 台 27.5％

原付一時 20 台 3 台 15.0％

野田市駅第３駐輪場

(東武鉄道㈱)

自転車定期 212 台 80 台 37.7％

自転車一時 42 台 32 台 76.2％

民営駐輪場
自転車定期 90 台 70 台 77.8％

一時利用 10 台 0 台 0％

計(Ｃ) 1,088 台 402 台 36.9％

合計(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,824 台 1,164 台 63.8％

４ 野田市駅市営自転車等駐車場にかかる経費等

（１）市営第１･第２自転車等駐車場管理経費と使用料収入について

市営自転車等駐車場の土地は市有地となっている。管理・運営は、平成２

１年度から指定管理制を導入しており、過去５年間（平成２６～３０年度）

の指定管理料と使用料収入は次のとおり。

また、月曜日から土曜日（祝日除く）の午前６時３０分から午後８時まで

管理員が常駐している。

（単位：千円）

30 年度 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度

使 用 料(収入) 8,069 8,293 8,278 7,799 7,658

指定管理料(支出) 7,507 6,695 6,827 6,832 6,340

比較 562 1,598 1,451 967 1,318

（２）市暫定無料駐輪場の管理経費について
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市暫定無料駐輪場は、１名の土地所有者から使用貸借契約により土地を借

地し設置している。

また、月、水、金（祝日除く）の午前６時３０分から８時まで、自転車整

理業務を（公社）野田市シルバー人材センターへ業務委託している。

（単位：千円）

30 年度 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度

委託料（支出） 268 397 513 592 492

（３）野田市駅における放置自転車撤去状況について

野田市駅の過去５年間（平成２６～３０年度）の放置禁止区域内撤去台数

は、年間６５台から１０６台、一月あたり約５台から９台となっており、平

成２９年度の撤去台数が増えているが、放置自転車の台数は減少傾向にある。

30 年度 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度

撤去台数 65 台 100 台 75 台 82 台 106 台

（４）犯罪発生件数（自転車盗難）について

野田市駅市営第１・第２自転車等駐車場は、屋根あり平置きロックなしの

施設であり、開所時間は午前６時３０分から午後８時までとなっている。当

該施設は、オープンスペースでロックがないことから、盗難事件の発生が多

く、平成３０年は、野田市防犯組合三ケ町支部内で発生した自転車盗難のう

ち 24.4％が当該野田市駅市営第１･第２自転車等駐車場からとなっている。

30 年 29 年 28 年 27 年 26 年

市内の自転車盗難 286 件 324 件 266 件 300 件 345 件

三ケ町支部内自転車盗難 41 件 32 件 31 件 21 件 49 件

14.3％ 9.9％ 11.7％ 7.0％ 14.2％

うち、市営第１･第２

自転車等駐車場

10 件 16 件 4 件 14 件 13 件

24.4％ 50.0％ 12.9％ 66.7％ 26.5％

・野田警察署資料提供（速報値のため、数値が変更されることがあります）
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５ 野田市駅市営第１･第２自転車等駐車場の一時休止について

（１）野田市駅西土地区画整理事業の進捗による対応について

野田市駅西土地区画整理事業の進捗に伴い、野田市駅市営第１・２自転車

等駐車場が令和２年度（平成３２年度）から使用できなくなることから、一

時休止する対応策の検討が必要となる。

また、野田市駅の連続立体交差事業に伴う鉄道高架化は、第一次高架化が

令和２年度（平成３２年度）に、第二次高架化が令和５年度（平成３５年度）

にそれぞれ完成予定となっていることから、次の３つの案を検討した。

第１案 現状の野田市駅市営第１･第２自転車等駐車場を、区画整理区域内に同

水準の施設（屋根付き平置き）で仮設有料駐輪場として整備

この案では、現在と同水準（屋根付き平置き）の施設を整備する場合、整

備費・土地使用料等の経費が増え、約 3,500 万円の負担増となる。また、区

画整理事業区域内での土地の確保も未確定である。

第２案 現状の野田市駅市営第１･第２自転車等駐車場を、区画整理区域内に最

低限の整備（屋根なし砂利敷き平置き）で仮設無料駐輪場として整備

この案では、最低限の整備（屋根なし砂利敷き平置き）をする場合、整備

費・土地使用料等の経費が増え、約 700 万円の負担増となる。また、区画整

理事業区域内での土地の確保も未確定である。

なお、同施設は、従来の有料駐輪場施設より整備水準が下がるため、無料

駐輪場とせざるを得ないことから、当該施設に利用が集中し、近隣の民間駐

輪場への影響（利用者減）が大きいことが予想される。

第３案 東武鉄道㈱が所有する駐輪場３施設のうち、野田市駅第１駐輪場を市

営自転車等駐車場として借用

この案では、東武鉄道㈱が所有する駐輪場３施設における定期利用と一時

利用を合わせた利用率は、野田市駅第１駐輪場が 23.6％、同第２駐輪場が

41.2％、同第３駐輪場が 46.1％と空き台数が多いため、利用率が最も低い第

１駐輪場を市が借用し、既存の市暫定無料駐輪場を合せて、市営第 1･第２自

転車等駐車場利用分を収納できる空き台数を概ね確保できることから、野田

市駅第１駐輪場を市が借用する。

なお、東武鉄道㈱の既存施設を借用することで、歳出額（施設借用料、施

設管理委託料）から歳入額（駐輪場使用料収入）を差し引いた額が、市の負

担となるが、現在の野田市駅市営第１･第２自転車等駐車場の指定管理者の期
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間満了により、指定管理料の歳出分がなくなるため、市の実質負担増は、数

十万円程度に抑えられる。

以上、３つの案を検討したが、第１案、第２案は、暫定駐輪場を新たに設

置するための費用負担が大きく、しかも区画整理事業区域内での土地の確保

も不確定であること。

第３案は、東武鉄道㈱の野田市駅第１駐輪場の施設水準は、現在の野田市

駅市営第１･第２自転車等駐車場とほぼ同等であること、当該３施設のうち、

第１駐輪場を市が借用し、市暫定無料駐輪場と合せて、現在の市営駐輪場利

用者を概ね収容することができる。

なお、野田市駅市営第１･第２自転車等駐車場は、指定管理者との契約期間

が令和２年（平成３２年）３月３１日で５年間の契約期間満了となるため、

当該施設を令和２年（平成３２年）３月３１日で廃止しても契約上問題はな

い。

以上のことから、現在の野田市駅周辺の市暫定無料駐輪場及び民間駐輪場

の利用状況を考えた場合、第３案で連続立体交差事業による鉄道高架化が完

成するまでの間、野田市駅における自転車等駐車対策として進めたい。

（２）既存の市暫定無料駐輪場について

市暫定無料駐輪場については、野田市駅の高架化が完成するまでは継続す

ることし、高架下スペースの利用が明確となった時点で、民間駐輪場施設の

整備状況を考慮しながら、継続について検討する。

また、市営第１･第２自転車等駐車場を休止した場合、民間駐輪場へ利用者

が行かず市暫定無料駐輪場の増台が予想されることから、当面の間は、当該

施設の整理員の配置日を週３日から週５日に増やし、施設から自転車が溢れ

ないよう対策を講じるものとする。

（３）放置自転車対策について

野田市駅周辺は、平成２年８月１日から自転車等放置禁止区域に指定して

いるが、市営自転車等駐車場が休止した場合、野田市駅西土地区画整理事業

及び連続立体交差事業が完了するまでは、放置自転車が増加するおそれがあ

るため、違反駐輪車対策をより一層強化する。
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報告事項 １

梅郷駅西口における駐輪場整備について

１）土地借地交渉

平成３０年９月２５日開催の野田市自転車等駐車対策協議会で承認された駐輪場整備

候補地（旧県道側）の土地借地交渉については、土地所有者４人のうち３人は、平成３

１年４月１日付けで、新駐輪場整備のための土地賃貸借契約を締結しました。

また、「長期的に土地をお貸しすることはできない」としていた土地所有者１人からは、

早急に土地を返却してほしいとの申し出があり、令和元年（平成３１年）５月末までの

契約を締結しました。そのため、新駐輪場の整備期間中の代替駐輪場用地を確保する必

要があることから、別の土地の借用について交渉し、その土地所有者から内諾をいただ

いている。

【図面 2】

２）今後の日程

今後については、事業者選定委員会において、公募型プロポーザルにより事業者を選

定し、下記の日程（案）により駐輪場整備を進めていきたいと考えている。

日程（案）

平成31年4月

令和元年 5月

7月

9月

10月～

令和 2年 4月

3～5月

□新駐輪場整備（旧県道側）借地契約

□線路側及び旧県道側の一部借地契約

□野田市自転車等駐車対策協議会へ報告

□事業者選定委員会①

□公募型プロポーザル実施公告

□整備事業者選定期間（～8 月）

1)募集要領配布 2)現場説明 3)応募書類受付

4)応募書類審査 5)事業者選定委員会②(プレゼン)

□野田市自転車等駐車対策協議会へ報告

□利用者へ駐輪場整備の周知

□協定書の締結

□駐輪場整備（整備事業者）

□市報、ＨＰ等で周知（市営無料駐輪場の廃止、民間による有料化）

□開設

□線路側無料駐輪場 閉鎖、原状復旧（整地等）及び返却

資料２
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報告事項 ２

愛宕駅西側暫定無料駐輪場の閉鎖について【図面３】

愛宕駅西側暫定無料駐輪場については、日本生命ビル隣地の野田市土地開発公社所

有地を千葉県柏土木事務所が借地し、市へ貸与する形で暫定無料駐輪場用地として利

用していたが、当該暫定無料駐輪場用地も連立立体交差事業の進捗により、平成３１

年２月１日もって、連続立体交差事業の工事ヤードとして利用することとなったため、

西側暫定無料駐輪場は閉鎖となった。

愛宕駅西側には、代替地となる暫定無料駐輪場の確保場所がないことから、愛宕駅

東側に千葉県柏土木事務所が、事業用地として借地している場所を新たな暫定無料駐

輪場（Ｃ）として整備し市へ貸与。このことから、愛宕駅西側に暫定無料駐輪場はな

くなり、東側は、新たに整備した暫定無料駐輪場を含め３箇所になった。

なお、今後の愛宕駅の駐輪場整備については、愛宕駅の連続立体交差事業の進捗に

合わせ、高架下の利用等について関係機関と調整し、自転車等駐車対策協議会の皆様

からご意見をいただきたいと考えている。

１）愛宕駅西側暫定無料駐輪場閉鎖前の状況

愛宕駅西側に１箇所（千葉県柏土木事務所借地）、東側に２箇所（千葉県柏土木事

務所借地、市所有地）を暫定無料駐輪場として設置。

（西口）

１）暫定無料駐輪場 収容台数 930台【千葉県柏土木事務所借地】

（東側）

１）暫定無料駐輪場Ａ 収容台数300台【市所有地】
２）暫定無料駐輪場Ｂ 収容台数650台【千葉県柏土木事務所借地】

２）愛宕駅西側暫定無料駐輪場閉鎖後の状況

（東側）

１）暫定無料駐輪場Ａ 収容台数300台【市所有地】
２）暫定無料駐輪場Ｂ 収容台数650台【千葉県柏土木事務所借地】
３）暫定無料駐輪場Ｃ 収容台数490台【千葉県柏土木事務所借地】

資料３



ト
イ
レ
(
女
)

ト
イ
レ
(
男
)

多
目
的

EV

EV

区
画

道
路

3
号

(8
m
）

都
市

計
画

道
路

3
･5

･1
7
号

N
o
.
0

特
殊

道
路

２
号

(6m
)

都
市

計
画

道
路

3･4
･8

号
 野

田
市

駅
野

田
橋

線
(1

6m)

都
市

計
画

道
路

3
･4

･2
9
号

 野
田

市
駅

前
線

(1
8
m
)

区画道路1号(10.5m)

街区公園

特
殊

道
路

1
号

(6
m
)

区
画

道
路

４
号

(6
m
)

都
市

計
画

道
路

3・4･9
号

 野
田

市
駅

中
根

線
(1

6m)

区
画

道
路

２
号

(8
m

)

野田市駅前広場   

（1800㎡）

都
市

計
画

道
路

3
･4

･2
9
号

(4500㎡)

野
田

市
駅

愛
宕

線
(1

4m
)

野
田

市
駅

前
線

(2
0
m

)

連
 続

 立
 体

 交
 差

 事
 業

 区
 間

野田市駅

野田市駅市営第１   

自転車等駐輪場   

野田市駅市営第２   

自転車等駐輪場   

高木自転車

　預かり所

野田市駅第１

　　　　駐輪場
野田市駅第２

　　　　駐輪場

野田市駅第３

　　　　駐輪場

野田市駅仮設

　　　　駐輪場

1004020100 200ｍ30 50 150

野田都市計画事業　野田市駅西土地区画整理事業 設　計　図 縮尺1：2,000



． 　．．・●由．

、；，餐ξ





梅郷駅西口駐輪場　無料仮設駐輪場の一時閉鎖に伴う移転について

Ｈ31.5月末移設
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⑦

有料駐輪場整備予定地

新規整備箇所

現暫定無料駐輪場
暫定無料駐輪場（一部）移設予定地

地権者ごとの区域割



愛宕駅西側暫定無料駐輪場閉鎖に伴う移設
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